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グループ会社の春闘スタート! 年間賃金減少! 物価上昇で私たちの生活は限界だ!
全組合員で2022ＪＲ総連春闘をつくり出そう!

バス関東本部
【要求内容（要旨）】

　・ 基本給一律6,000円（定昇含まず）引き上げ

ること。※契約社員Ａを含む

　・ 契約社員B・日給制臨時雇用員の基本日額一

律15,000円にすること。

　・ 時給制臨時雇用員の時給を一律2,000円にす

ること。

　・ 定期昇給を完全実施すること。

　・ 21春闘で削られた定期昇給のカット分を別途

支給すること。

　・ 55歳以上における基本給減額制度を見直し改

善すること。

　・ 「65歳定年制」を導入すること。

　・ 回答は2022年3月31日までとすること。

バス東北本部
【要求内容（要旨）】

　・ 基本給一律6,000円（定昇含まず）引き上げ

ること。

　・ 契約社員の基本日額一律300円引き上げるこ

と。

　・定期昇給を完全実施すること。

　・ 21春闘で削られた定期昇給のカット分を別途

支給すること。

　・ 55歳以降の社員に対して、定期昇給を実施す

ること。

　・ 「65歳定年制」を導入すること。

　・ 60歳未満の契約社員において、希望者全員を

バス社員に登用すること。

　・回答は2022年3月31日までとすること。

ステーションサービス協議会
【要求内容（要旨）】

　・ 基本給一律6,000円（定昇含まず）引き上げ

ること。

　・ 定期昇給を実施すること。（昇給係数「４」）

　・ 各等級の所定昇給額を増額すること。

　・ 回答は2022年3月31日までとすること。

山
貨
事
故
を
原
点
に
安
全
風
土
の
再
確
立
と

 

組
織
の
強
化
・
拡
大
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
確
認
！
　
　

 

「
『
命
を
守
ろ
う
』工
務
安
全
集
会
２
０
２
２
」

　
２
月
20
日
、『
命
を
守
ろ
う
』
工
務
安
全
集
会

２
０
２
２
を
23
名
の
参
加
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行

い
、リ
モ
ー
ト
機
能
を
活
用
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
山
手
貨
物
線
触
車
死
亡
事
故
（
山
貨
事
故
）

か
ら
23
年
が
過
ぎ
、
組
合
員
の
多
く
は
山
貨
事

故
後
の
採
用
で
す
。
山
貨
事
故
は
工
務
部
会
に

と
っ
て
安
全
風
土
の
基
礎
と
な
る
「
原
則
線

閉
」
を
築
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
故
で
す
。

集
会
で
は
事
故
の
教
訓
を
再
確
認
し
、
昨
年
６

月
16
日
に
発
生
し
た
米
坂
線
・
手
ノ
子
〜
羽
前

沼
沢
駅
間
で
の
レ
ー
ル
ス
タ
ー
と
列
車
が
衝
撃

し
た
事
象
に
つ
い
て
の
原
因
究
明
委
員
会
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
職
場
は
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
化
が
進
み
、
設
備
を
熟
知
し

て
い
な
い
人
が
多
い
、
庭
先
意
識
が
薄
れ
場
所

が
よ
く
分
か
ら
な
い
等
、
安
全
風
土
の
確
立
に

向
け
た
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
未
来
の
工
務
職
場
像
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。「
変
革
２
０
２
７
」
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
施
策
が
矢
継
ぎ
早
に

出
さ
れ
て
い
る
中
、
ど
の
よ
う
に
工
務
職
場
を

残
し
て
い
く
の
か
。
シ
ス
テ
ム
に
依
存
す
る
体

制
に
な
り
技
術
レ
ベ
ル
の
低
下
が
起
き
て
し
ま

う
等
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
施
策
の
検
証
と
人
間
で
し
か
で
き
な

い
業
務
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
将
来
ど
の
よ

う
な
工
務
職
場
を
残
す
の
か
、
全
組
合
員
と
議

論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
不
在
の
系
統

も
あ
り
ま
す
が
、
離
脱
者
・
未
加
入
者
か
ら
も

幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
未
来
の
工
務
職
場

を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
の
つ
な
が
り
を
基
礎
に
、

 

明
る
く
楽
し
い
活
動
で
仲
間
を
増
や
そ
う
！
　
　

 

「
２
０
２
２
サ
ー
ク
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

　
２
月
27
日
、「
２
０
２
２
サ
ー
ク
ル
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
観
点
か
ら
リ
モ
ー
ト
を
活

用
し
、
各
地
本
の
サ
ー
ク
ル
担
当
者
と
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
、
合
計
44
名
の
仲
間
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
午
前
中
は
「
各
地
本
サ
ー
ク
ル
担
当
者
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
協
議
会
よ

り
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
繋
が
り
か
ら
、
各
地
本

で
連
携
し
て
大
会
等
を
開
催
で
き
な
い
か
提
起

を
行
い
、
各
地
本
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
現
状
を

共
有
し
、
前
向
き
な
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
「
サ
ー
ク
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
、
本
部
・
佐
藤
中
央
執
行
委
員
長
よ
り
特
別

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
織
強
化
・
拡
大

の
た
め
に
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
や
、
会
社
の
組
織
再
編
に
お
い
て
何
が
目
指

さ
れ
て
い
る
の
か
。
変
革
２
０
２
７
の
終
着
点

に
つ
い
て
私
た
ち
か
ら
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
２
０
２
２
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
に
つ
い
て
統

一
要
求
・
統
一
闘
争
で
た
た
か
う
こ
と
、「
え

ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
」
か
ら
20
年
、

今
後
も
組
織
内
外
の
仲
間
と
共
に
広
範
な
連
帯

を
つ
く
り
出
す
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
相
互
討
論
を
行

い
、
ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド
部
か
ら
は
、「
レ
ク
を

開
催
し
、
再
建
総
会
に
て
、
新
役
員
体
制
を
確

立
し
た
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
サ

ー
ク
ル
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
大
会
・
総
会
・
例

会
の
開
催
に
向
け
て
の
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
組
織
強
化
・

拡
大
を
目
指
し
、
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
最
先
頭

で
取
り
組
み
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
施
策
に
向
き
合
い
、

 

安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
と
働
き
が
い
を
つ
く
り
出
す
！
　
　

 

「
営
業
職
場
意
見
交
換
会
」

　
２
月
22
日
本
部
会
議
室
及
び
リ
モ
ー
ト
会
場

に
て
、
営
業
部
会
主
催
「
営
業
職
場
意
見
交
換

会
」
を
30
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　「
現
業
機
関
に
お
け
る
柔
軟
な
働
き
方
の
実

現
に
つ
い
て
」
の
地
方
議
論
が
さ
れ
て
い
る

中
、
様
々
な
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
エ
リ

ア
管
理
や
系
統
を
超
え
て
業
務
を
行
う
こ
と
で

「
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
な
い
か
」「
教
育
体
制

に
問
題
は
な
い
か
」
な
ど
職
場
実
態
を
共
有
す

る
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
見
張
り
員
訓
練
を
赤
色
旗
も

持
た
ず
に
行
っ
て
い
る
」「
乗
務
員
か
ら
20
年

ぶ
り
に
駅
に
着
任
し
た
が
、
見
習
い
が
３
徹
し

か
な
く
不
安
」「
Ｃ
Ｓ
勉
強
会
は
入
社
１
〜
２

年
目
の
Ｃ
Ｓ
委
員
が
講
師
を
担
う
た
め
経
験
が

浅
い
」「
委
託
駅
で
は
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
対
応

を
行
う
の
に
安
全
綱
領
が
な
い
た
め
、
安
全
に

対
す
る
意
識
が
醸
成
さ
れ
な
い
」
な
ど
、
職
場

の
実
態
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
会
社
が
述
べ
て
い
る
「
多
様
な
経
験

を
積
ん
だ
人
」
が
職
場
の
中
心
に
な
っ
て
い
け

ば
、
職
場
の
危
険
箇
所
や
要
注
意
箇
所
、
失
敗

談
な
ど
を
語
れ
る
専
門
的
に
経
験
豊
富
な
人
が

い
な
く
な
り
、
重
大
事
故
に
繋
が
る
危
機
感
を

共
有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
会
社
は
、「
１
つ
の

業
務
を
専
門
的
に
担
う
人
材
育
成
も
否
定
し
な

い
」「
社
員
一
人
ひ
と
り
得
意
、
不
得
意
が
あ

り
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
」
と
回
答
し
て

い
る
こ
と
を
一
致
し
、
私
た
ち
自
身
が
交
渉
の

確
認
事
項
を
職
場
で
議
論
し
、
安
全
風
土
を
つ

く
る
こ
と
を
全
体
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
会
議
の
議
論
を
基
に
、
今
後
職
場
議
論
を

通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
必
要
性
を
訴
え
、
新
規
採

用
者
を
含
め
た
組
織
拡
大
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　詳細について本部・各地本へお問い合わせ下さい。

　審判員をしている組合員や審判員に興味がある方

は是非ご参加下さい！

集え！審判員！

ＪＲ東労組軟式野球部
「審判員講習会」

とき　

　2022年4月26日（火）

　13：30 ～

ところ　

　さいたま市営浦和球場

 （北浦和駅12時40分集合）

参加費　　一人1,000円

締め切り　4月12日（火）

サークル
協 議 会

工務部会営業部会


